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防
災
庁
の
設
置
に
向
け
て

　

10
月
１
日
、
石
破
茂
総
理
大
臣
は
赤
沢
亮
正
氏
を

防
災
庁
設
置
準
備
担
当
大
臣
に
任
命
し
た
。
か
ね
て

の
持
論
で
あ
る
、
防
災
に
関
す
る
独
立
し
た
省
庁
設
置

を
実
現
す
る
意
向
の
よ
う
だ
。
私
は
大
賛
成
で
あ
る
。

　

理
由
の
１
番
目
は
、
防
災
中
枢
の
業
務
量
に
対
し

て
人
員
、
予
算
が
少
な
い
こ
と
だ
。
内
閣
府
防
災
担

当
の
約
１
６
０
人
に
対
し
て
、
米
国
の
連
邦
緊
急
事

態
管
理
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
に
は
約
７
７
０
０
人
の
常
勤

職
員
、
１
万
６
０
０
人
の
非
常
時
対
応
要
員
が
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
日
本
は
第
１
次
的
に
自
治
体
が
災
害

対
応
し
、
各
省
庁
も
分
担
し
て
対
応
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
単
純
に
数
字
だ
け
で
比
べ
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
災
害
対
策
基
本
法
や
災
害
救
助
法
な

ど
を
所
管
す
る
内
閣
府
職
員
が
こ
の
少
人
数
で
、
し

か
も
災
害
が
発
生
す
る
と
現
地
に
派
遣
さ
れ
る
。

　

次
に
、
在
籍
期
間
が
短
い
こ
と
。
職
員
の
ほ
と
ん

ど
が
１
年
～
３
年
で
他
省
庁
、
自
治
体
、
民
間
企
業

に
戻
る
。
防
災
は
法
令
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
文
書
と
い
う

「
形
式
知
」で
は
表
し
き
れ
な
い「
暗
黙
知
」
が
非
常
に

多
い
業
務
で
あ
る
。
私
は
、
自
治
体
職
員
に
は
10
年

で
一
人
前
、
10
年
を
超
え
る
と
変
態
と
な
り
、
15
年

を
過
ぎ
る
と
妖
怪
に
な
る
と
か
ら
か
っ
て
い
る
が
、
そ

う
い
っ
た
職
員
の
見
識
、
対
応
力
は
や
は
り
見
事
だ
。

　

第
３
に
専
門
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ど
の
省
庁
に
も
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
専
門
分
野
に
従
事
し
て
い
る「
生

き
字
引
」の
よ
う
な
職
員
が
い
る
。
内
閣
府
防
災
は
医

療
、
保
健
、
福
祉
、
教
育
、
あ
る
い
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

住
宅
政
策
、
都
市
計
画
な
ど
分
野
が
さ
ら
に
広
く
、

多
様
な
知
識
が
必
要
に
な
る
。
能
力
の
高
い
方
が
多

い
の
で
、
業
務
を
こ
な
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
戦
略

的
目
標
を
立
て
、
長
期
的
に
調
整
し
な
が
ら
粘
り
強

く
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
相
当
に
困
難
と
い
え
る
。

　

他
に
も
、
国
難
災
害
を
考
え
る
と
、
民
間
と
の
強

力
な
連
携
、
他
省
庁
と
の
調
整
、
拠
点
の
分
散
化
な

ど
や
る
べ
き
こ
と
は
多
岐
に
わ
た
る
。
国
民
の
生
命

と
尊
厳
を
守
る
有
効
な
防
災
庁
の
設
置
を
期
待
し
て

や
ま
な
い
。

内
閣
府
検
討
会
で
の
提
案

　

内
閣
府
は「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た

災
害
対
応
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、

新
た
な
防
災
対
策
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
10
月
７

日
、
第
７
回
の
会
合
で
話
す
機
会
を
頂
け
た
の
で
、

12
項
目
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

提
案
の
前
提
と
し
て
、
過
去
30
年
間
で
75
歳
以
上

の
高
齢
者
が
３
倍
に
な
る
な
ど
社
会
状
況
の
変
化
が

あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
自
助
は
高
齢
化
と
単
身
化

に
よ
り
、
共
助
は
近
所
の
つ
な
が
り
の
弱
さ
と
町
内

会
・
自
治
会
の
参
加
者
減
に
よ
り
、
公
助
は
消
防
団

員
、
自
治
体
職
員
の
減
少
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

脆ぜ
い
じ
ゃ
く
弱
に
な
っ
て
し
ま
い
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の「
お

ま
じ
な
い
」が
効
か
な
い
の
が
現
代
社
会
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
求
め
ら
れ
る
の
は
、
役
割
分
担
と
い
う
よ
り

も
、
重
点
政
策
を
官
民
合
同
で
実
施
す
る
覚
悟
と
仕

組
み
な
の
だ
。

（
１
）関
連
死
防
止
、
特
に
自
殺
対
策

　

東
日
本
大
震
災
関
連
自
殺
者
は
２
０
１
１
年
に
50

人
だ
っ
た
が
、
２
０
２
０
年
末
に
は
２
４
０
人
（
50

代
、
60
代
が
１
０
９
人
）
に
上
っ
た
（
読
売
新
聞
オ
ン

ラ
イ
ン
２
０
２
１
年
２
月
５
日
）。
厚
生
労
働
省
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
置
し
、

利
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
本
当
に
厳
し
い
人
は

電
話
を
す
る
力
も
残
っ
て
い
な
い
も
の
だ
。
専
門
職

な
ど
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

（
２
）福
祉
の
観
点
で
の
耐
震
改
修
補
助
制
度

　

多
く
の
自
治
体
で
は
耐
震
改
修
に
自
己
負
担
を
求

め
て
い
る
が
、
年
金
生
活
の
高
齢
者
な
ど
に
と
っ
て

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
状
況
だ
。
一
定
額
ま
で
は
自
己

負
担
を
な
く
す
こ
と
で
、
誰
で
も
耐
震
改
修
で
き
る

補
助
制
度
が
必
要
だ
。

命
と
尊
厳
を
守
る
防
災
政
策

～�

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た�

災
害
対
応
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
提
案
～
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（
３
）�耐
震
診
断
を
し
な
く
て
も
耐
震
性
推
定
の
表
示

を
義
務
付
け

　

現
在
、
賃
貸
住
宅
取
引
の
際
に
は
、
耐
震
診
断
や

改
修
を
し
た
場
合
に
重
要
事
項
説
明
で
耐
震
性
の
有

無
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
耐
震
診
断
を
し
な
け
れ

ば
そ
の
義
務
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
借
り
主
は
ア
パ
ー

ト
の
耐
震
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
１
９
８
１
年

５
月
以
前
に
建
築
確
認
を
受
け
た
建
物
は「
地
震
に
対

し
て
極
め
て
弱
い
と
推
定
さ
れ
る
」な
ど
の
表
示
を
義

務
付
け
る
べ
き
だ
。

（
４
）�社
会
福
祉
協
議
会
に「
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
」

を
早
期
設
置
し
見
守
り
機
能
強
化

　

熊
本
地
震
で
は
関
連
死
の
半
数
以
上
は
、
１
カ
月

以
内
に
発
生
し
た
。
現
在
の
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
な
ど
は
仮
設
住
宅
入
居
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
設
置

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
に
は

早
期
に
設
置
し
、
自
治
会
な
ど
と
協
力
し
て
見
守
り

機
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

（
５
）�自
主
避
難
所
を
地
域
防
災
計
画
に
位
置
付
け
て
、

支
援
を
充
実

　

輪
島
市
や
珠
洲
市
、
能
登
町
で
は
「
自
主
避
難
所
」

が
少
な
く
と
も
２
１
３
カ
所
で
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
（
毎
日
新
聞
２
０
２
４
年
１
月

７
日
）。
身
近
な
自
主
避
難
所
に
は
自
宅
が
近
い
、
少

人
数
で
顔
見
知
り
、
話
し
相
手
が
い
る
、
防
犯
機
能

な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
の
自
主
避
難
所

を
上
手
に
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
６
）�で
き
る
限
り
多
く
の
福
祉
施
設
を
福
祉
避
難
所

に
指
定

　

厚
生
労
働
省
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は「
社
会

福
祉
施
設
の
公
共
性
を
鑑
み
れ
ば
、
可
能
な
限
り
福

祉
避
難
所
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

仮
に
指
定
を
受
け
な
い
場
合
で
も
被
災
時
に
外
部
か

ら
要
援
護
者
や
近
隣
住
民
等
の
受
入
の
要
望
に
沿
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
上
記
の
と
お
り
諸
条
件
を
整

理
し
て
お
く
。」
と
な
っ
て
い
る
。
大
災
害
で
は
脆
弱

性
の
高
い
高
齢
者
な
ど
を
守
る
た
め
に
福
祉
施
設
が

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
７
）�官
民
合
同
で
調
整
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
大
規

模
な
民
間
支
援
受
け
入
れ

　

自
治
体
に
支
援
調
整
班
を
置
き
、
外
部
支
援
の
窓

口
を
一
元
化
し
て
、
民
間
支
援
を
引
き
入
れ
る
こ
と

が
重
要
だ
。
こ
の
支
援
調
整
班
に
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
、
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
の
チ
ー
ム
、
専
門
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
災
害

専
門
機
関
の
職
員
を
配
置
し
て
調
整
業
務
を
担
う
と

い
い
。
将
来
的
に
は
、
士
業
を
含
め
て
災
害
ケ
ー
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
核
に
な
る
被
災
者
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
が
目
標
だ
。

（
８
）�マ
ン
シ
ョ
ン
、
ビ
ル
等
に
、
災
害
用
ト
イ
レ
の

備
蓄
を
義
務
付
け

　
（
一
社
）
日
本
ト
イ
レ
協
会
調
査
に
よ
れ
ば
、
災
害

用
ト
イ
レ
を
１
回
分
で
も
備
蓄
し
て
い
る
人
は
22
％
、

４
日
分
以
上
備
蓄
し
て
い
る
人
は
４
％
に
過
ぎ
な
い
。

特
に
大
都
市
で
は
問
題
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
９
）�３
月
11
日
を「
防
災
教
育
と
災
害
伝
承
の
日
」に

　
「
釜
石
の
奇
跡
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

の
命
を
救
っ
た
の
は
防
災
教
育
の
成
果
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
災
害
伝
承
を
知
っ
て
い
た
人
々
も
避
難
し
て

命
を
守
っ
て
い
る
。
３
月
11
日
を
国
レ
ベ
ル
で
の
大

切
な
日
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
10
）事
前
の
復
興
計
画
作
成
を
法
的
に
義
務
付
け

　

復
興
計
画
に
は「
早
期
で
あ
る
こ
と
」と「
十
分
な
住

民
合
意
形
成
」と
の
相
矛
盾
す
る
要
請
が
あ
る
。
こ
れ

を
解
決
す
る
に
は
、
災
害
前
か
ら
住
民
意
見
を
取
り

入
れ
た
復
興
事
前
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

（
11
）�災
害
対
策
基
本
法
、
災
害
救
助
法
の
目
的
に「
尊

厳
」を
加
え
よ
う

　

現
在
の
社
会
保
障
法
・
制
度
で
は
、
人
の
尊
厳
を

守
る
こ
と
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
石
破

首
相
が
所
信
表
明
演
説
で
述
べ
た
ス
フ
ィ
ア
基
準
の

原
理
で
は「
災
害
や
紛
争
の
影
響
を
受
け
た
人
び
と
に

は
、
尊
厳
あ
る
生
活
を
営
む
権
利
が
あ
り
、
従
っ
て
、

支
援
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
」と
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）�福
祉
関
係
法
や
計
画
に
災
害
時
の
対
応
を
、
災
害

関
係
法
や
計
画
に
福
祉
面
の
対
応
を
明
記
し
よ
う

　

福
祉
関
係
法
・
計
画
は
日
常
を
想
定
し
て
い
る
が
、

災
害
時
を
想
定
し
た
も
の
に
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

介
護
、
看
護
、
保
育
に
従
事
す
る
福
祉
関
係
者
は
約

５
０
０
万
人
。
こ
の
人
々
が
災
害
対
応
の
担
い
手
と

な
る
こ
と
で
地
域
防
災
力
は
格
段
に
向
上
す
る
。
ま

た
、
災
害
救
助
法
に
は
、
救
助
の
対
象
に
医
療
、
助

産
が
あ
る
が
、
福
祉
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ぜ
ひ
、

法
改
正
し
て
災
害
時
に
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
社
会
を
実
現
し
よ
う
。
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